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1	　本目録は、『史料目録』第 111 集として「信濃国埴科郡松代伊勢町八田家文書目録（その 12）」	（資
料記号28Ｂ）	を収めた。信濃国埴科郡松代伊勢町八田家文書（以下、八田家文書と略）に関しては『史
料目録』第 41 集（1985 年）・第 48 集（1989 年）・第 50 集（1990 年）・第 94 集（2012 年）・第 96 集（2013
年）・第 97 集（2013 年）・第 99 集（2014 年）・第 101 集（2015 年）・第 102 集（2016 年）・第 107 集（2018
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は広く用いられていた。八田家文書のうち比較的早い時期のものでは、享保 18 年（1733）9 月「切支
丹宗門御改帳扣」に「外田町八田孫左衛門役代藤七」（え 3579-4）とあり、享保 20 年 3 月の家賃支払
いに関する約定書（え 3689）には、「八田孫左衛門殿御役代菊屋文助殿」とある。また、時代が下がるが、






















家の名代的な役割を果たすこともあった。とくに享和 2 年（1802）12 月以降、八田当主は給人格御勝
手御用役を代々勤めるが、これらを通じてどのような変化があったのか、注意が必要となる（たとえば、
















照）。なお、同文書は、天保 7 年（1836）3 月に作成され、その後、追記・貼紙を行う形を取り、弘化


































る雇用については、宝暦 10 年（1760）2 月「人詰帳并家業書差出シ帳扣」（あ 2717、内題は「人詰御改
五人組差出帳」）から同年の状況を確認できる。当主八田孫左衛門、姉婿新十郎、新十郎養子嘉太郎、
役代伝兵衛が書き出しにあり、続いて「手代」として 12 名の名前・年齢が記される。手代の年齢はい
ずれも 16 歳以上であり、元服後と考えられる。手代の次に「酒頭司」1 名の名前・年齢・出身地（大坂）
が記され、それに続き「下人」として 20 名の出身村・年季期間・名前・年齢が記される。出身村は近


























　大項目 1. 内方では、中項目 1. 相続 /家督、2. 家族 ･奉公人、3. 親類、4. 家政、5. 藩への上納金 ･才覚金、
6. 藩関係、7. 土地経営、8. 金融、9. 飯山領、10. 岩村田領、11. 赤倉温泉、12. 出張、13. 金銭 ･ 穀物請払、
14. 賄、15. 儀礼、16. 旅、17. 寺社、18. 家財、19. 運送、20. 蔵書、21. 見聞 ･ 風説書、22. 諸情報、23. 諸芸、























　7. 土地経営では 33 点の文書が確認された。借家・配付金・年貢などに関するものが大半であるが、
金銭貸付などを伴う諸制度と連動することも想定された。具体的な機能に関しては総合的な分析が必
要である。
　8. 金融では、先にも触れたように 8.2. 貸付金や 8.4. 無尽に関する多数の文書が見られたが、今回、	
1.8.10. 八田家払底一件を新規に設けた。文書はえ 4524 にまとめられた 30 点ほどの書状が主となる。
年次は嘉永 3 年（1850）頃と考えられるが、八田家では資金繰りに苦慮し、資金貸与先からの返金を
広く求めている。交渉先は多方面に及んでおり、1. 内方 8. 金融に納まらないものもあるが、1.8.10 八
田家払底一件としてまとめた。
（2）店方







門改、3.2. 諸役 ･貢税（1. 伝馬役、
2. 年貢諸役）、3.3. 殿様御用、3.4. 救
済（1. 火災･水害、2. 御買上米、3. 手
当･施行）、3.5. 講（1.町内無尽講）、
3.6. 町政 /一件、3.7. 御巡見様御用、
3.8. 社倉、3.9. 町役金、3.10. 酒造の
中項目を設定した。
（4）松代藩御用



























なお天保 9 年より糸買宿として惣蔵、惣八郎、覚左衛門が任命され、天保 12 年には町年
寄増田徳左衛門、検断伴栄助が産物会所調掛に任命されている。




















束宗董）に嫁いだ。長は天保 4 年（1833）生まれ、明治 17 年（1884）10 月 31 日に亡くなっている。董
正の息子が董宣、その弟が董隆である。息子たちは明治 10 年代には通学のため東京に居住しており、










でない。『真田家中明細書』（290 頁）によれば、松木源八という藩士の知行高は 160 石であり、寛政 2
年（1790）に御番入している。また、松木源八のあとに松木束が記されており、知行高が源八と同じ
で、文政元年（1818）に近習役となったのが職歴の最初である。つまり、a. 松木源八― b. 松木束宗董
― c. 松木源八董正と続いたことになる。なお、松木董正は、はじめ源太郎を称し、安政 2 年（1855）
9 月 1 日に源八に改名した（真田宝物館所蔵「諸士明細書履歴稿第五」松木源八董正参照）。また、八
田家との関係は、五代目当主嘉助の娘てふ（長）が松木源八董正に嫁いだことを指摘したが、それ以前、
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3 代目孫左衛門の娘が嫁いでいることが明らかであり（え 3578-1 ～ 8）、相手は a. 松木源八と見られる。
八田家では、他の縁組みにおいても同一の家と関係を繰り返す場合が少なくない。すでに八田家史料
目録（その 11）の解題で指摘されたように、松木家文書が八田家文書のなかに広く見られる理由は、




















































町分 4 石 3 斗 4 升 8 合
田中村 2 石 5 斗 8 升 8 合 内、小作地 1 石 2 斗 7 升 2 合
河原新田 2 石 3 斗 3 升 3 合 内、小作地 1 石 3 斗 3 升 3 合
荒町村 15 石 4 斗 3 升 4 合
内、小作地 9 石 5 斗 8 升 6 合、手作 1 石 8 斗 4
升 8 合、および収納籾 4 合
西条村 2 石 2 斗 6 升 4 合 すべて小作地
馬場形御高請之場所 4 石 9 斗 4 升 すべて小作地
東寺尾村 3 石 4 斗 1 升 7 合
内、小作地 2 石 5 斗 6 升 7 合、手作 8 斗 5 升お
よび東寺尾村地所砂溜り新田 1 割 21 坪余り
東条村 28 石 6 斗 7 升 8 合
内、東条村北組無役本田木立 2 斗 1 升 6 合（小作
入籾 3 俵手作、残り小作地）、小作 22 石 5 斗 8
升 3 合、手作 6 斗 8 升 3 合
錬光寺御朱印地 4 斗 1 升 7 合 9 勺 すべて手作地
東福寺村 6 石 8 斗 7 升 1 合
内、東福寺村畑方無役本田 5 石 9 斗 8 升（小作入
籾 35 俵手作、同 14 俵 3 斗小作）、その他はすべ
て小作地
清野村 5 石 4 升 4 勺
および起地所新田 1 割坪数 146 坪、坪御用地冥
加籾上納之場所此坪 34 坪（すべて小作地）
大林寺御朱印 3 石 7 斗 1 升 6 合 すべて小作地
西寺尾村御高辻之内岡神明










光徳院分 6 石 8 升 4 合 明屋敷
矢代村御高辻之内
22 石 3 斗 2 升 7 合	
3 勺 1 才
無役本田
御高地木立
東条村南組 7 斗 4 升 5 合
牧内村 1 斗 5 升 4 合 すべて小作地
平林村 2 斗 2 升 2 合 すべて手作地
御持山
神主小河原紀伊殿 山高籾 3 斗 小作入 1 俵 2 斗 5 升（内 2 斗 5 升小作 /1 俵手作）
東条村南組
山高籾 2 石 9 斗	
6 升 5 升 7 合 5 勺
すべて小作地
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区分 項目 面積 / 屋敷地数 備考
東条村北組
山高籾 5 斗 4 升	
9 合
すべて小作地
平林村 山高籾 3 斗 7 升
つくた山 1 斗 8 升（手作）/ 宮崎東富田山 1 斗 9
升（小作地）
荒町村
山高籾 1 石 3 斗	
4 升 3 合 8 勺
内、小作山 5斗 9升 4合 8勺 /手山 7斗 4升 9合
清野村 山高籾 2 斗 4 升 すべて小作地
土口村 山高籾 9 斗 6 升
皆神山御分地山 山高籾 6 斗 1 升 すべて小作地
浄福寺殿御引請之分 田中村 11 石 1 斗 3 升 9 合 および坪数新田畑 162 坪 5 合
松屋惣左衛門より引請之分 清野村 11 石 6 斗 2 升 2 勺



















































































































































































































女　木町　八田長左衛門妻 女　増田惣左衛門妻 常一郎　明和5年11月21日没 女　寛政5年11月17日没
女　押田　坂原兵左衛門妻 ツタ　享保20年9月11日歿 貞観顕常童子 霹雲清靂童女
女　木町　八田嘉右衛門養女、岡野甚十郎室（享保14年） 光岩随円童女 ヒサ　明和8年6月22日没 女
エイ　享保15年5月22日歿 智海浄展童女
【初代】 【二代】（元禄10年）生 嘯月吟草童女 武治郎　安永3年10月21日没 辰三郎・知嘉
孫左衛門・重以 嘉助・芳茲　孫左衛門弟 寅松　寛保2年11月10日歿 絶紅素印童子 厄介致置候落合辰三郎ヲ文化7年2月ニ聟養子トス
延享4年5月23日没 宝暦6年7月15日歿（60） 玉翁瑞光居士 甚五郎　享和元年9月8日没 ・文政元年12月、被召出別家、十人扶持被下置
輝光院長嶽榮久居士 精心院好道祐善居士 女　木町　八田嘉右衛門妻 忠節義孝居士 御勝手御用役被仰付
・宝永4年6月、木町八田家より分家 ・寛保3年7月、町年寄役被仰付（→宝暦6年7月） キイ　享和3年6月22日歿 米吉　寛政6年11月8日没 ・文政7年11月、社倉調役兼被仰付
・宝永6年6月、町年寄役被仰付（→寛保3年7月） ・延享4年、家督相続、三拾人扶持被下置 新十郎・重則　押田　坂原兵左衛門三男 真相宝珠童子 ・文政9年9月、糸会所惣元方兼被仰付
・享保12年12月、三十人扶持被下置 ・寛延3年12月、二十人扶持御加増被下置 宝暦12年8月3日歿 ・天保4年、産物会所元方被仰付
タカ　寛保2年9月18日歿 【四代】（明和8年）生 女　小山田六郎兵衛忰藤四郎室（文化12年）
テフ　屋代　柿崎市之丞基景女 ヘン　屋代　柿崎源左衛門景忠妹 隔山了河童女 嘉右衛門・知義 しけ　師岡七郎右衛門忰治助室（文化12年）［え4498-6］
　享保9年8月10日歿 　享保15年4月20日歿 孫助　寛延4年3月13日歿 書鳩 女　文化元年9月8日没、幻明観夢童女
　蓮臺院華屋千開大姉 　妙源院桃雲仙花大姉 天真露節居士 嘉永元年12月9日没（78） 養女　増田徳左衛門次女、大瀬登室（文政6年）
悟達院大道無關居士 養女　八田辰三郎次女、岡野弥右衛門忰陽之助室（文政9年）
マツ（後妻）　樋口弥兵衛兼季女 【三代】（寛保2年）生 ・寛政3年2月、町年寄役被仰付
宝暦元年5月18日歿 孫左衛門・以親　幼名鉄治郎 ・享和3年2月、家督相続、三十人扶持被下置 【五代】（文化4年）生





















【六代】（文政12年）生 【八代】明治9年12月9日生 【九代】明治33年11月2日生 【十一代】昭和14年5月7日生
慎蔵・知道 綱　（嘉永4年）生 彦次郎・知信 恭平 慎蔵
子静・義井堂・澹庵 明治33年11月20日没（50） 昭和30年3月9日没（80） 生母のぶ、他子モ同
明治40年10月8日没（79） 瓊芳院玉室貞樹大姉 知信院晩香子進居士 昭和36年12月29日没（62） 和子　昭和16年9月2日生
知道院澹庵子静居士 知孝院昇雲恭平居士 奈良　西川源内長女
・嘉永5年正月16日、家督相続、三十人扶持被下置 【七代】（安政元年）生 よう　（明治11年）生
御勝手御用役被仰付 彦次郎　上田　内藤源治郎弟 下高井郡江部村　山田荘左衛門次女 きよえ　松本　中田亮次女
・明治2年12月、商法掌 明治27年7月8日没（41） 明治31年6月26日没（21） 昭和29年7月16日没（51） 陽子　昭和19年11月28日生
・明治3年閏10月、士族 鮮明院真光透然居士 端正院高信操要大姉 琴松院観聴清音大姉 和子　昭和22年2月2日生
・明治4年8月、免職、少属補助商法方 ・明治20年1月～同21年1月、
・明治12年7月～同13年3月、第六十三国立銀行頭取 第六十三国立銀行頭取 のぶ（後妻）　明治15年生 信吉　明治38年2月9日生、坂本喜久子へ養子
山田荘左衛門三女 昭和46年5月7日没（67）
ユウ　（天保3年）生、岡野元賢妹 昭和36年正月7日没（80） 誓願院釈信乗善楽居士






















女　木町　八田長左衛門妻 女　増田惣左衛門妻 常一郎　明和5年11月21日没 女　寛政5年11月17日没
女　押田　坂原兵左衛門妻 ツタ　享保20年9月11日歿 貞観顕常童子 霹雲清靂童女
女　木町　八田嘉右衛門養女、岡野甚十郎室（享保14年） 光岩随円童女 ヒサ　明和8年6月22日没 女
エイ　享保15年5月22日歿 智海浄展童女
【初代】 【二代】（元禄10年）生 嘯月吟草童女 武治郎　安永3年10月21日没 辰三郎・知嘉
孫左衛門・重以 嘉助・芳茲　孫左衛門弟 寅松　寛保2年11月10日歿 絶紅素印童子 厄介致置候落合辰三郎ヲ文化7年2月ニ聟養子トス
延享4年5月23日没 宝暦6年7月15日歿（60） 玉翁瑞光居士 甚五郎　享和元年9月8日没 ・文政元年12月、被召出別家、十人扶持被下置
輝光院長嶽榮久居士 精心院好道祐善居士 女　木町　八田嘉右衛門妻 忠節義孝居士 御勝手御用役被仰付
・宝永4年6月、木町八田家より分家 ・寛保3年7月、町年寄役被仰付（→宝暦6年7月） キイ　享和3年6月22日歿 米吉　寛政6年11月8日没 ・文政7年11月、社倉調役兼被仰付
・宝永6年6月、町年寄役被仰付（→寛保3年7月） ・延享4年、家督相続、三拾人扶持被下置 新十郎・重則　押田　坂原兵左衛門三男 真相宝珠童子 ・文政9年9月、糸会所惣元方兼被仰付
・享保12年12月、三十人扶持被下置 ・寛延3年12月、二十人扶持御加増被下置 宝暦12年8月3日歿 ・天保4年、産物会所元方被仰付
タカ　寛保2年9月18日歿 【四代】（明和8年）生 女　小山田六郎兵衛忰藤四郎室（文化12年）
テフ　屋代　柿崎市之丞基景女 ヘン　屋代　柿崎源左衛門景忠妹 隔山了河童女 嘉右衛門・知義 しけ　師岡七郎右衛門忰治助室（文化12年）［え4498-6］
　享保9年8月10日歿 　享保15年4月20日歿 孫助　寛延4年3月13日歿 書鳩 女　文化元年9月8日没、幻明観夢童女
　蓮臺院華屋千開大姉 　妙源院桃雲仙花大姉 天真露節居士 嘉永元年12月9日没（78） 養女　増田徳左衛門次女、大瀬登室（文政6年）
悟達院大道無關居士 養女　八田辰三郎次女、岡野弥右衛門忰陽之助室（文政9年）
マツ（後妻）　樋口弥兵衛兼季女 【三代】（寛保2年）生 ・寛政3年2月、町年寄役被仰付
宝暦元年5月18日歿 孫左衛門・以親　幼名鉄治郎 ・享和3年2月、家督相続、三十人扶持被下置 【五代】（文化4年）生





















【六代】（文政12年）生 【八代】明治9年12月9日生 【九代】明治33年11月2日生 【十一代】昭和14年5月7日生
慎蔵・知道 綱　（嘉永4年）生 彦次郎・知信 恭平 慎蔵
子静・義井堂・澹庵 明治33年11月20日没（50） 昭和30年3月9日没（80） 生母のぶ、他子モ同
明治40年10月8日没（79） 瓊芳院玉室貞樹大姉 知信院晩香子進居士 昭和36年12月29日没（62） 和子　昭和16年9月2日生
知道院澹庵子静居士 知孝院昇雲恭平居士 奈良　西川源内長女
・嘉永5年正月16日、家督相続、三十人扶持被下置 【七代】（安政元年）生 よう　（明治11年）生
御勝手御用役被仰付 彦次郎　上田　内藤源治郎弟 下高井郡江部村　山田荘左衛門次女 きよえ　松本　中田亮次女
・明治2年12月、商法掌 明治27年7月8日没（41） 明治31年6月26日没（21） 昭和29年7月16日没（51） 陽子　昭和19年11月28日生
・明治3年閏10月、士族 鮮明院真光透然居士 端正院高信操要大姉 琴松院観聴清音大姉 和子　昭和22年2月2日生
・明治4年8月、免職、少属補助商法方 ・明治20年1月～同21年1月、
・明治12年7月～同13年3月、第六十三国立銀行頭取 第六十三国立銀行頭取 のぶ（後妻）　明治15年生 信吉　明治38年2月9日生、坂本喜久子へ養子
山田荘左衛門三女 昭和46年5月7日没（67）
ユウ　（天保3年）生、岡野元賢妹 昭和36年正月7日没（80） 誓願院釈信乗善楽居士












































































































































































































































































































21 （茂郷の石摺御貸与にて少しの内拝借願いたきに付）　（嘉永5年） 切紙 ・1通 え4461-4-7









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































128 （金9両2分2朱等3口〆9両3分2朱2匁2分1厘の書付）　 切紙 ・1通 え4487-6-2



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































387 （田地100坪程拝借願に付絵図面）　 25.9×25.2 ・1鋪 え4476-16
1.内方/6.藩関係/6.書状
― 53―



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































501 （書状､金5両御時借を願う旨）　義三郎→大叔父様 正月28日 横切継紙（虫損
甚大） ・1通
え4474-32






























































































522 覚（金5両と6匁書付）　→八田嘉右衛門様 切紙 ・1通 え4487-22










































































































































































































572 覚（金25両受取に付）　佐竹周蔵（印）（藩士）→八田嘉助様 閏4月22日 横切紙 ・1通 え4498-41
573 覚（金1両請取に付）　八田辰三郎（印）→八田嘉助殿 天保10亥年2月朔日 横切紙 ・1通 え4498-60
574 覚（2月20日金6両受取に付）　納屋又兵衛使岩吉→唯吉様 切紙 ・1通 え4498-62
























































































































































































































625 （50両2厘ほか無尽掛戻し金書付）　 折紙 ・1通 え4462-2




628 （無尽片桐重之助殿ほか人名金銭書付） ＊（前欠）　 横切紙 ・1通 え4462-5
629 （三ヶ村金銀受取･金3分ほか金銭書付）　 横切紙 ・1通 え4462-6
630 （金5両ほか札掛金銭書付）　 切紙 ・1通 え4462-7






633 覚（3分3朱1匁8分8厘ほか金銭書付）　 切紙 ・1通 え4462-10













638 （1分2朱懸ほか金銭書付）　 切紙 ・1通 え4462-15





























































































































669 覚（小川氏へ相渡しの無尽金書付）　 未6月11日 横切継紙 ・1通 え4492-1-2
670 覚（金高93両余差引3匁6分の無尽書付）　 横切継紙 ・1通 え4492-1-3

































































































































































































































































































































































752 口合覚（〆金207両金銭勘定書付）　 半 ・1冊 え4522-10
753 覚（正村氏金3両2歩余など金銭書付）　 折紙 ・1通 え4522-11


















760 覚（丸山岩右衛門金1両等〆金42両余金銭書付）　 横切継紙 ・1通 え4522-17-1
761 覚（大安寺村和四郎金2両等〆36両余金銭書付）　 横切紙 ・1通 え4522-17-2
1.内方/8.金融/3.無尽
― 75―











































































































































































































812 覚（金26両落手に付）　友作（印）→（八田）嘉助様 天保14卯年正月28日 横切紙 ・1通 え4498-68-3

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1011 岩村田御領主借附金取立方御寬意可否之事　 横切継紙 ・1通 え4499-1-2































































1024 （赤倉温泉町場絵図）　 29.9×61.6 ・1鋪 え4469-11-2
1025 （赤倉温泉八田家持地割図）　 27.8×112.2 ・1鋪 え4469-11-3



























































































1042 覚（金具細工代30匁ほか〆金3両2分余勘定書付）　 横切紙 ・1通 え4489-43-2
1043 （仕立代1匁8分ほか勘定書付）　 切紙 ・1通 え4489-43-3
1044 覚（諸品代金15匁4分勘定書付）　野河田店→質店様 閏月5日 横切紙 ・1通 え4489-43-4
1045 覚（河村宗順分金1両ほか金銭書付）　 横切継紙 ・1通 え4489-43-5
1046 覚（常信3幅対代金14両ほか〆15両2分余金銭書付）　 横切継紙 ・1通 え4489-43-6
1047 覚（鉄鍔1枚代金1両2朱ほか〆金3両3分余勘定書付）　 横切紙 ・1通 え4489-43-7
1048 覚（諸品代金〆42匁受取に付）　布袋屋新介［印］→前嶋様 6月26日 横切紙 ・1通 え4489-43-8





































































































































































































































































































1122 覚（諸品金銭書付）　海老屋孫助（印） 7月15日 切紙 ・1通 え4489-26-1





































































































































































































































































































1195 （9月26日越後春日山参詣路書付） 9月26日 竪紙 ・1通 え4496-4-2
1196 （500文借りほか〆金2分728文に付金銭書付）　 切紙 ・1通 え4496-4-3




































































































































































































































































































































































































































































































































































1309 （大橋彦十郎4月19日道具売立一覧）　 4月19日 折紙 ・1通 え4472-3-1
1310 覚（茶道具代金書付）　 横切継紙 ・1通 え4472-3-2
1.内方/23.諸芸/1.武芸･文芸
― 110―
1311 （いろは順茶道具代金書付）　 横切継紙 ・1通 え4472-3-3
1312 覚（茶道具代金書付）　 横切紙 ・1通 え4472-3-4






1315 （敷居鴨居厚さ7分など建物寸法書付）　 竪紙 ・1通 え4476-2
1316 （吸物･皿･鍋など献立書付）　 折紙 ・1通 え4476-3
1317 （風呂など茶器配置書付）　 折紙 ・1通 え4476-4
1318 （懸物掛け寸法書）　 横切紙 ・1通 え4476-5

























































































1339 （延享2年5月13日･宝暦2年御巡見御献立）　 横切継紙 ・1通 え4513-1




1342 （茶席道具など書付）　 半 ・1冊 え4513-4
1343 （5月2日御用地において大勧進分御献立）　 横切継紙 ・1通 え4513-5
























































































































































































































































































































































































1422 （書状、右之義被被仰渡候････） ＊（下書）　 2月12日 横切継紙 ・1通 え4473-12
























































































































































































1463 （差添伝蔵など人名書付）　 切紙 ・1通 え4495-9


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1747 覚（御さけ代等176匁6文に付）　ますてる→せき殿 9月13日 横切継紙 ・1通 え4521-23-3
1748 覚（肴代等52匁9分に付）　ますてる→せき様 9月9日 切紙 ・1通 え4521-23-4



















































































































































































































































































































































































































1827 （封筒）　 封筒 ・1点 え4514-32


























































































































































































1879 かり分（大浄寺･1匁6分7厘ほか銭書付）　 折紙 ・1通 え4469-20

























































1892 覚（酒代･80文ほか代金受取に付）　内池屋銀蔵→御客様 6月29日 横切紙 ・1通 え4469-4




1大 中 小 小々 その1 その2 その3 その4 その5 その6 その7 その8 その9 その10 その11 その12
01 内方(御茶之間) 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
01 系図・親類書 1 2 6 8 10 11
01 由緒 2 6 8 10
02 扶持方請取 2
02 相続／家督 1 2 6 8 11 12
03 家訓・規定 1 2 6 8 11
01 条目・遺言 1 8 11
02 東条村養父運右衛門殺害候八十吉磔罪一件 8











04 本家勝手向立直し 9 11
05 婚姻 11 12
06 鉄之助嫡子 8 11
07 大瀬登へ養女縁組 8
08 鉄治郎松村家養子入り 8 12
09 嘉永7年江戸表鉄冶郎離縁一条書類綴／鉄治郎不行跡 8 11
10 鉄治郎金井家養子入り 8 11 12
11 辰三郎引き取り 8 11
12 八田喜兵衛(一件) 9 11
13 人名・年齢書上 4
14 儀礼 5
15 役代 5 8 11
16 店人別規定（奉公人規定） 2
17 奉公人請状 9
18 奉公人勤向 2 8 9 10 11 12




23 書状その他 11 12





05 書状 11 12
06 その他 11 12
07 田村半右衛門書状綴 4
08 家政 5 12
09 藩への上納金・才覚金 4 5 7 8 9 10 11 12
10 藩関係 7 8 9 11 12
01 御目見 7 9 11 12
02 救恤 7
03 勤務 9 11 12
04 献上 9






1 ページ― 153 ―








12 給人格取立・扶持加増 4 5 8
13 土地経営(所有地経営) 1 2 3 6 7 8 9 10 11 12
01 持地 1 6 8 9 10
02 借家(借家･借地経営) 6 9 10 11 12
03 江戸屋敷 6
04 持地・抱屋敷絵図 1 11 12
05 抱屋敷肝煎用留 1
06 買取・質取 1 6 8 9 11 12
07 売渡 1 9 11 12
08 田畑見廻 1
09 田地譲渡 6
10 家賃・小作年貢取立 1 2 11
11 小作年貢滞納出入 1 2
12 小作方日記 1
13 年貢諸役上納 1 8 10 11 12
14 米・桑売渡 1 8
15 家屋敷建築 2 10
16 下屋敷 2 6 10 11




21 質地証文・借用証文 4(小々々) 
22 所持地年貢目録綴 9
23 所持地石高取調 9
24 土地絵図 9 12
25 小作 4(小々々) 6 8 10
26 土口村（小作） 2 8 9





32 居屋敷・土蔵 3 8 12
33 自作・小作貸出 3
34 質入 6
35 根津村 8 11
36 小作米日延 8





42 東寺尾村 8 9 12
43 西寺尾村 8 9
44 沓野村 8
45 上徳間村 8
46 皆神山 8 9 10
47 牧内村 8 9
48 田野口村 7 8
49 後町 7
50 清野村 7 9 12
51 東条村 7 9 11 12
52 平林村 7 8 9 12
53 赤岩村 9
54 田中村 9
2 ページ― 154 ―
3大 中 小 小々 その1 その2 その3 その4 その5 その6 その7 その8 その9 その10 その11 その12
55 河原新田 9 12
56 浦新田 9
57 木町 9














































18 飯山領 7 8(小) 9 10 11 12
211197尽無10
21117訟訴20
03 貸付金 9 11










3 ページ― 155 ―
4大 中 小 小々 その1 その2 その3 その4 その5 その6 その7 その8 その9 その10 その11 その12
03 地所改 9
04 小作 9 12
05 貸付金 9 11 12
06 無尽 10 12
07 訴訟 10 11
08 岩村田差引方調書類綴 10
09 岩村田村法華堂差引勘定一件 10
10 その他 11 12
21 田野口領 9 10
22 埴科郡下戸倉村(幕領) 9
23 小県郡根津(旗本知行所) 9
24 赤倉温泉 9 11 12
25 出張 1 2 11 12
26 金銭・穀物請払 1 2 5 6 7 8 9 10 11 12
01 店方江下ケ金・上納金 1 2 8
02 金銭請取 1 2 11
03 暮方見積 1
04 入用 1 8
05 買物方日記 1
06 金銭出入帳(金銭請払帳) 1
07 金銭差引(金銭差引帳) 1 8 10 11




12 金銭払方 2 6 11 12
13 雑穀 2
14 売掛金滞 2
15 金銭勘定 6 12




20 株券（・公債） 8 11
21 両替 12
22 その他 11 12
27 賄 1 2 5 6 11 12
01 賄穀物請払 1 11
02 入用 1 11
03 勝手方日記・控帳 1
04 御膳日記 1
05 諸品通帳（家計） 2 11
06 諸品請払 6 11 12
07 献立 11 12
08 移送 12
28 勝手向 3 8 10 11
01 勝手向立て直し 3 8 10
02 勝手向取極・諸入用 3
03 金銭出入帳 3
29 棚卸 1 2
30 家計取調 9





05 手控 1 2
06 殿様湧泉亭御入一条 2
32 儀礼(家族) 1 2 3 6 7 8 9 10 11 12
01 為知帳 1 2
02 赤飯配 1 2
03 出生 9
04 元服(・成人） 9 11 12
茶之間日記・元方日記・役代日記他
4 ページ― 156 ―
5大 中 小 小々 その1 その2 その3 その4 その5 その6 その7 その8 その9 その10 その11 その12
05 献上・進物 1 3 8
06 献上・寄付 6
07 来訪人名面帳 1
08 到来物 1 2 3 12
09 贈答覚帳(贈答) 1 7
10 贈答･進物 9 11 12
11 婚姻・離縁 1 2 6 7 9 10 11
12 葬儀・法事 1 2 6 7 8 9 10 11 12
13 先祖供養 9 11
14 大福帳(諸儀礼覚帳) 1
15 年中行事(帳) 1 10 11
16 宴会 1 8 10
17 引越為知 2
18 祝儀入料 2
19 書状［儀礼的書状］ 3 6 8 10 11
20 中島三右衛門書状 8
21 目録・目録包紙一括 8
33 旅 1 10 11 12
01 社寺参詣 1 10 12
02 入湯 1 10
03 経費
34 寺社(寺社奉加) 1 2 5 6 7 8 9 10 11 12
01 社寺奉加 2 12
02 浄福地借財関係 9 10
03 浄福寺(無尽一件) 11
04 浄福寺祠堂金貸付一件 9
05 菩提寺浄福寺（一件） 2 6 7 8 10 11 12
06 松代大林寺 8 11 12
07 松代清瀧山観音堂 8








16 江戸 8 11
17 その他 7 8 9 10 11 12
35 家財 1 2 3 8 11 12
01 武器 1 2 8 11 12
02 衣類・諸道具・書画ほか 1 2 11 12
03 武具・印章等注文 3 12
04 茶道具等売払 3





38 蔵書（・読書） 1 3 6 11 12
39 見聞・風説書 1 2 3 6 8 10 11 12
40 アメリカ船渡来情報収集 4
41 外交・軍事情報 5 8
42 諸情報 12
43 諸芸 1 2 3 6 7 8 9 10 11 12
01 武芸・文芸 1 2 5(中) 8 10 11 12
02 茶の湯 1 2 8 9 11 12
03 学芸 3 12
04 能 3
05 柔術 3 11
06 水術 3
07 松明製法 3
08 手習 8 11
5 ページ― 157 ―
6大 中 小 小々 その1 その2 その3 その4 その5 その6 その7 その8 その9 その10 その11 その12
09 占い 9 11
10 泰全様御在命中山口専始斉先生より御伝達書類綴 10
11 その他 11 12































18 その他 11 12
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53 その他 1 9 10 11
02 店方 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
01 酒造方(酒蔵・酒店) 1 2 3 4 6 7 8 9 10 11 12
01 酒株・酒造高書上／酒造株高 1 3 4 5 11
02 酒造鑑札 1 9 11
03 内方より拝借米金・上納金 1 9
04 酒造入用 1 9
05 酒蔵より酒店出酒 1
06 売渡 1 3
07 金銀出入帳 1
08 取替(立替) 1
09 棚卸 1 2 9
10 酒蔵・酒道具貸付 1 2
11 諸控留 1 2
12 蔵書 1





18 酒株・鑑札 6 8
19 仕法 6 8 11 12
20 酒造高 8 10 11
21 酒造米貸付 8
22 奉公人(使用人) 6 8 11
23 手充 6
24 諸品請払 6
25 借入金 6 8 9
26 一件 6
27 道具調 6
28 書状 6 11 12
7 ページ― 159 ―































































8 ページ― 160 ―
9大 中 小 小々 その1 その2 その3 その4 その5 その6 その7 その8 その9 その10 その11 その12
03 御買上米 12
04 手当･施行 12
07 講 1 12






12 触書写控 3 11
13 転切支丹類族改 3
14 殿様御入 3 8
15 飢饉時米調達 3
16 町政／一件 6 7 8 9 10 11 12
17 御取締 6
18 御巡見様御用 6 8 12
19 貸借 6 8
20 社倉 6 12
21 町内無尽 6
23 祭礼 8 11
24 相場 8
25 町役金 8 12
26 酒造 12
04 松代藩御用 1 2 3 6 8 9 10 11 12
01 年貢諸役取立請負・御用米金調達 1 2 8 10 11




03 産物御用掛 1 3 4 8 11 12
01 用留 1
02 産物取立無尽 1 3 12
03 国産方入用 1
04 産物御用掛任命 3 4
05 藩より拝借金 3
04 手控 1
05 御用達金預り運用 3 8
06 産物売捌方問屋 3
01 褒賞 3
07 川船会所 3 8 9 10 11 12






















05 会所・商社/糸会所 1(中) 2 3 4 5 8 9 11 12
9 ページ― 161 ―
10
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11
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12
大 中 小 小々 その1 その2 その3 その4 その5 その6 その7 その8 その9 その10 その11 その12











37 葉藍 2 11
38 陶器竃 2 11
39 大坂交易 3 4 5 6 8 10 11






02 西国産物買入／西国産諸品買い上げ 3 4 11




05 北国への荷物運送駄賃・取引 4 5 10
06 炭屋孫七割済金関係 4
07 炭屋彦五郎からの預り金 4
08 炭屋孫七関係書状など綴 4 5 10 11
09 諸仕切状綴 4
10 その他 4 11
40 大坂にて金子調達 2 11
41 京都での取引 4 5 6 11 12
42 横浜での取引 4 11
01 才覚金徴集 4
02 横浜交易取扱所 4
43 近郷での取引 4 5
44 江戸での取引 4 5 8 10 11
01 諸品 4 5
02 売り捌き代金滞り 4 5 8
03 荷物送り状 4
04 取引 5 8 10
46 その他地域での取引 5









51 入用 3 11
01 諸入用 3
02 会所普請・作事入用 3 11
52 勘定 3 6
53 会所運営・賄い領収書 4 5 11 12
01 近代産物会所領収書綴 4
02 御用米世話料 4
03 荷物駄賃 4 12
04 諸品 4 11
05 通船川岸端地所売り渡し 4
06 役人任免・俸禄 5 11 12
12 ページ― 164 ―
13
大 中 小 小々 その1 その2 その3 その4 その5 その6 その7 その8 その9 その10 その11 その12
07 用地取得 5 12


















59 役人任免・俸禄 4 8 11
61 一件 6
62 諸書類綴 3 4 5 6 8 10
01 東京より来状綴 8
02 産物方用事書状 8
63 用状 3 11 12
64 関田家文書 12
65 その他 3 11 12








08 諸書類綴 6 10
09 商社 2
10 書状 6 12
08 会所・商社来状一括 9 11
09 長野県 3 12
01 勧業 3 12
01 蚕種・生糸交易 3 12
10 松木家 3 11 12
01 藩勤役 12








14 混合文書 7 9
01 内方･糸会所混合文書 9
02 内方･産物会所混合文書 4 5 9
01 「有用之紙屑」 4
02 書状・領収書ほか一括 4 5
03 白紙・断簡 5
16 内方・店方・産物会所混在文書 6
17 その他 4 6 7 8 9 11 12
01 諸書類綴 4
02 真田家郡方当番日記 4
03 不明 8 11 12
13 ページ― 165 ―
14
大 中 小 小々 その1 その2 その3 その4 その5 その6 その7 その8 その9 その10 その11 その12
04 袋・包紙・こより等 8 11
05 白紙 11 12
18 混入文書 8 9 11 12
01 信濃国佐久郡御馬寄村町田家文書 8 11 12
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